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令和３年３月 31 日 
事業完了報告書 
⽂部科学省初等中等教育局⻑ 殿 
住所 広島県東広島市鏡山 1 丁目 3 番 2 号 
管理機関名 国立大学法人 広島大学 





令和２年５月 27 日（契約締結日）〜 令和３年３月 31 日 
２ 事業拠点校名 
学校名 広島大学附属福山中・高等学校 
















・４年（高等学校 1 年） 全員を対象に実施 
公⺠科 学校設定科目 課題研究「社会科学研究入門」 2 単位（+2） 
公⺠科選択必履修科目「現代社会」（-2）によって新設する。 
・５年（高等学校２年） 全員を対象に実施 
情報科 学校設定科目 課題研究「情報科学研究入門」 2 単位（+2） 
情報科選択必履修科目「情報の科学」（-2）によって新設する。 
新教科「現代への視座」に関して必要となる教育課程の特例 
【中 学 校】※（ ）内の数値は標準時間数に対する減時間数 
・３年（中学校３年） 学校設定教科 




業務項目 実施期間（令和 2 年 5 月 27 日〜令和３年 3 月 31 日） 


















































 本事業では，以下の AL ネットワーク運営組織により，管理機関のもと，拠点校を中心として組織的に研究
開発や実践を進めた。 
区分 機関名・学校名 役割 
































学校名 事業名 体制 
広島大学附属高等学校 スーパーサイエンスハイ
スクール 





SSH の研究組織の管理者１名を WWL の担当
者とし，連携を図ることができるようにした。 






























































 管理機関の⻑である本学学⻑は，本事業の責任者として，教育担当理事を⻑とする AL ネットワーク管理委














岡本 弥彦 氏  岡山理科大学理学部 教授 
角屋 重樹 氏  日本体育大学児童スポーツ教育学部 教授 
菅田 雅夫 氏  ホーコス株式会社 取締役社⻑   
二宮  皓 氏  愛知みずほ短期大学 特任教授・広島大学 名誉教授・比治山大学 名誉教授 





回 日時 内容 












検証項目 評価対象 検証資料 
事業拠点校の実地調査 事業拠点校 高校 1 年課題研究発表会 
WWL 成果発表会 







































 事業拠点校において，令和 2 年 12 月下旬から１月初旬にかけて意識調査を実施した。関心などの意識調査
では，高校 1 年と高校 2 年との比較で「関心のあるトピックについて相違点や共通点を比較しながら読むこと
ができる」「新聞やテレビなどのニュースの論点を見出し，議論することができる」「客観的な事実やデータに
基づいて推論や議論ができる」「社会的な事象について，解決するべき課題や問題点を見つけることができる」























































 事業の具体的な実施に向けて，構想目的の確認，年度計画の策定，事業の方向性を確認するため AL ネット
ワーク運営会議・AL ネットワーク連絡協議会を実施した。新型コロナ感染症拡大を受けて，オンラインで実
施した。 
第１回 AL ネットワーク運営会議・AL ネットワーク連絡協議会 
日時 ７月 21 日（火） 
内容  「WWL （ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業における拠点校・連携校





第２回 AL ネットワーク運営会議・AL ネットワーク連絡協議会 
日時 １月６日（水） 
内容  広島大学ＷＷＬ 2020 の状況報告 
 事業連携校へのお願い 







 事業連携校と十分な情報共有体制を確立するため，広島大学 WWL の事業拠点校管理者ならびに実務担当
者，事業連携校管理者ならびに実務担当者，オブザーバーとして宮崎県 WWL 事業拠点校である宮崎県立宮崎
大宮高校学校，広島県 WWL の事業管理者である広島県教育委員会の WWL 担当者を加えてメーリングリス
トを作成し，情報共有や連絡等を密に行った。特に当 WWL から開始した IDEC_IGS 連携プログラムでは，
事前準備から実際のプログラムの進行に至るまで，このメーリングリストを用いて，情報を密にとりながら実
施した。 
 IDEC_IGS 連携プログラムは，広島大学 WWL に参加する高校の生徒だけでなく，広島大学大学院人間社会
科学研究科の旧国際協力研究科（IDEC）の留学生，広島大学総合科学部国際共創学科（IGS）の大学生，広島
大学へ進学した各 WWL 連携校の卒業生も参加し，英語で議論し合意形成をするプログラムであるため，参加









































 今年度は 11 月 27 日（金）に公開教育研究会を開催した。新型コロナ感染症拡大のため中国地方限定で各教












 当校は広島県 WWL の事業連携校としても活動している。広島県 WWL 運営会議や連絡協議会にも参加し，
同時に広島県教育委員会からは当広島大学 WWL 運営会議にオブザーバーとして参加し，お互いに連携を取り
合い，情報交換を行っている。広島県立福山誠之館高等学校は広島大学ＷＷＬ，広島県ＷＷＬ双方の事業連携
校であり，双方の WWL が結びついて活動の幅を広げている。広島県 WWL 連携校である広島県立広島高等学
校とはともに SGH であった昨年度から，互いの成果発表会に相互に乗り入れる形で発表会に参加している。
今年度はコロナ禍の影響でこちらから県立広島高等学校の発表会には参加できなかったが，県立広島高等学校
の生徒が 7 月に実施した当校の高校 3 年の課題研究発表会に県立広島高等学校の生徒を招き，オンラインで交
流した。宮崎県 WWL 事業拠点校である宮崎県立宮崎大宮高等学校と連携を図り，情報交換を行っており，
WWL 運営会議にオブザーバーとして相互に参加した。愛媛大学 WWL とも相互に会議に参加するなど連絡・
連携をとっている。福岡県の中村学園女子高等学校が事業拠点校として活動している WWL ともつながりをも
ち，中村学園女子高等学校の事業担当者が当校に学校訪問に訪れ，情報交換を行った。 
 広島大学 WWL の事業連携校には，広島大学附属中・高等学校，鹿児島県立甲南高等学校 2 校の SSH 校が
ある。⽂理融合の国際会議を開催することを見通して，SSH 校の理系の課題研究のノウハウを取り組み蓄積す
るため，理系の学校を含む連携校群を形成している。 


















業務項目 実施期間（令和 2 年 4 月 10 日〜令和３年 3 月 31 日） 




































































６月９日（火） 株式会社中島商店 中島基晴氏 
６月 16 日（火） ホーコス株式会社 菅田雅夫氏，唐木俊夫氏 
６月 23 日（火） せとうち⺟家 岡田臣司氏 
７月７日（火） 美希刺繍工芸株式会社 苗代次郎氏 
７月 14 日（火） 芦田川浄化センター 渡辺毅氏 
















第１回プログラム 令和２年 10 月 24 日（土） 
 実施場所 広島大学附属福山中・高等学校図書室・オンライン 
第２回プログラム 令和 2 年 11 月 7 日（土） 
 実施場所 広島大学附属福山中・高等学校図書室・オンライン 
第３回プログラム 令和 2 年 11 月 14 日（土） 
 実施場所 広島大学附属福山中・高等学校マルチメディアホール・オンライン 
第４回プログラム 令和２年 12 月 19 日（土） 
 実施場所 広島大学附属福山中・高等学校マルチメディアホール・オンライン 
第５回プログラム 令和３年１月９日（土） 























































































る高校生とがよりスムーズに議論ができるように Google Jamboard を利用し，グループに分かれてのディス
- 15 -





























度な内容に取り組んだ生徒や，パソコン甲子園に参加し CG 部門優秀賞を受賞した生徒もいた。 
 令和 2 年度は大学にとってオンライン化が進展したが，高等学校においてもオンラインでの取り組みが実施






















現中学 2 年の 1 年前との比較では，「個性と⽂化の尊重」で評価が上がっているが，「自己評価・自己管理」






















＊AL ネットワーク運営指導委員会・AL ネットワーク運営会議・AL ネットワー
ク連絡協議会など各種会議の開催 
＊アドバンストプレイスメントの企画・実施 
＊広島大学 WWL を広報するためのパンフレット（日本語版・英語版）の作成 
＊経費の管理 




＊事業連携校との合同 WWL 成果発表会の企画・実施 
＊課題研究実践事例集の作成 







＊他の WWL 実施校との合同研究発表会の企画・実施 
事業連携校 ＊事業拠点校の取り組みに対する助言 































 今年度から事業連携校や広島大学と連携して実施した IDEC_IGS 連携プログラムであるが，コロナ禍の影
響もあり第 1 回プログラムが 10 月下旬，第 2 回と第３回が 11 月初旬とプログラムの間を開けることができ
なかった。そのため生徒の研究発表準備の時間を十分とることができなかった。次年度はより早い時期にプロ
グラムを開始し，生徒同士が連絡・協議する時間を確保していく必要がある。また，今年度はプログラムの試













 今年度は WWL 初年度として，総合的な学習・探究の時間，新教科「現代への視座」，新教科「研究への誘
い」の年間指導計画を作成し実践した。次年度は今年度の実践を受けて見つかった課題を修正し，より効果の
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担当課 教育室教育部附属学校支援グループ ＴＥＬ 082-424-6964 
氏 名 辻原隆志 ＦＡＸ 082-424-6968 




































































































































































































































４年 課題研究「自然科学研究入門」 （２単位） 新規設置







































である。東京研修は，SDGs 達成や Society5.0 に関する課題研究に欠かせない視点の獲得を，主
な目的とした。ドイツ大使館・JICA 地球ひろばで，SDGs 達成のための視点を講演やワークショ 
ップを通して学び，また，実生活の利便性を向上させ公共交通機関を積極的に利用することに導



















































































































年の自己評価の方が低くなっている。昨年度の 4 年（現 5 年）と今年度の４年との比較でも「個性と文
化の尊重」「異文化コミュニケーション」「連携とネットワーク」の３つの領域で今年度の 4 年の自己評










の２つの領域で自己評価が上がっていることがわかる。今年度は 3 年から４年，4 年から５年で自己評価
の優位な上昇がみられないという結果が出たが，今年度はコロナウィルス感染症拡大の影響で，学校の
始業が６月からとなり，例年のような活動が十分できなかった影響もあるのではないかと思われる。逆






令和元年 令和2年 令和元年 令和2年 令和元年 令和2年 令和元年 令和2年 令和元年 令和2年
1年 1.789 1.823 1.775 1.952 2.298 2.379 1.578 1.611 1.824 2.023
2年 1.973 1.702 2.015 1.886 2.365 2.277 1.835 1.686 2.178 1.902
3年 1.702 1.817 1.745 1.949 2.208 2.222 1.607 1.765 1.835 2.024
4年 1.625 1.711 1.781 1.789 2.039 2.170 1.558 1.629 1.806 1.819
5年 1.589 1.594 1.830 1.799 1.992 2.020 1.645 1.626 1.877 1.775





検定 個性と文化 自己理解管理 異文化コミュ 連携 成果志向
昨1年ー今1年 0.363 0.000 0.074 0.361 0.000
昨2年ー今2年 0.000 -0.001 -0.042 0.000 0.000
昨3年ー今3年 0.002 0.000 0.749 0.000 0.000
昨4年ー今4年 0.018 0.828 0.004 0.050 0.732
昨5年ー今5年 0.896 -0.423 0.507 -0.593 0.006








令和元年 令和2年 令和元年 令和2年 令和元年 令和2年 令和元年 令和2年 令和元年 令和2年
現２年 1.789 1.702 1.775 1.886 2.298 2.277 1.578 1.686 1.824 1.902
現３年 1.973 1.817 2.015 1.949 2.365 2.222 1.835 1.765 2.178 2.024
現４年 1.702 1.711 1.745 1.789 2.208 2.17 1.607 1.629 1.835 1.819
現５年 1.625 1.594 1.781 1.799 2.039 2.02 1.558 1.626 1.806 1.775





検定 個性と文化 自己理解管理 異文化コミュ 連携 成果志向
昨1年ー今2年 -0.024 0.006 -0.652 0.003 0.044
昨2年ー今3年 0.000 -0.099 -0.001 -0.036 0.000
昨3年ー今4年 0.805 0.241 -0.412 0.548 -0.661
昨4年ー今5年 -0.390 0.630 -0.651 0.055 -0.410































































































の設問において有意に評価が上がっている。また，4 年と 5 年の比較では６の設問と７の設問において有
意に評価が上がっている。5 年と 6 年の比較では有意な差はみられない。後半の論理的思考力，コミュニ
ケーション力などについての自己評価については， 3 年から 4 年との比較で１３の設問と１８の設問と












評価では，現５年の自己評価が昨年よりも 10 個の設問中 6 個で自己評価が上がっている。これは昨年度









































































































































１ 本校のWWL の取り組みが、生徒の資質・能力の向上に効果があると思いますか。 
２ ご自身は本校のWWL の取り組みに、積極的に関わっていると思いますか。 
３ 本校のWWL の取り組みが、教員の協力関係の強化に効果があると思いますか。 
４ 本校の WWL の取り組みが、地域・社会においてグローバルリーダーとして貢献できる人材育成に
効果があると思いますか。 






















● 生徒達は非常に意欲的に課題研究に取り組んでおり，現実的な問題と教科の知識を繋げる 1 つの契機















































































月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容
４ 第１章
天気を科学する


























６ 前線を知る ・前線のでき方とようす，前線通過 ・前線，前線面，気団
に伴う気象の変化を学び，前線の性 ・梅雨前線，寒冷前線
質や低気圧の通り道を推定する。 ・低気圧の変化と前線の発達





９ １ 地震の揺れを 地震の揺れの特徴や伝わり方をデー ・震源，震央
捉える タから分析する。 ・Ｓ波，Ｐ波，初期微動継続時間
・断層の特徴を学び，日本の断層の ・断層，リニアメント





３ 火山の形から ●いろいろな火山の映像を視聴し， ・火山の形
考える防災 火山の形，噴出物，噴火の仕方の違 ・噴火のしかたと噴出物
10 いを，自分の言葉でまとめる。 ●火山の噴火による災害の事例に









































































































と放射線の利用 学，工業，農業分野などでの放射線 ・放射線防護の 3原則
の利用を学ぶ。
・原子炉での反応とそれからできる ・核分裂・核廃棄物





































(2)生活と科学技 ・蛍光灯，LED の消費電力測定， ・白熱電球の消費電力測定実験
術 出てくる光の観測実験を行い，それ ・各電球の消費電力測定実験，ス
ぞれの性質や効率の比較を行う。 ペクトル観察，紫外線調査など





























































月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容






































































































５ 議論の作法と論理 ◎映画「12 Angry Men」の ・本編の事件詳細を正確に読み解き，
- 57 -
６ の誤謬について概 導入（教材への興味づけと お互いの考えを Chat Applicationを介し
















１ 議論を実践する ◎主張の組み立て方につい ・トゥールミン・モデルの基本要素で
２ て学ぶ。 ある Claim, Data, Warrantを用いて自分







































































月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容
４ プロローグ ◎ 年間テーマの提示 ・運動とは何か，定義を知り，運
１運動の定義と ＜活動への意欲の喚起＞ 動の表し方を理解させる。そして
その表し方 ◎運動の定義 運動の様子をグラフを用いて示















１ ３仕事とエネル ◎仕事の定義 ・仕事とエネルギーの定義を知





月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的内容
４ プロローグ ◎ 年間テーマの提示 ・化学の諸現象や化学反応につ
＜活動への意欲の喚起＞ いて，粒子的な観点から定量的
に捉える意味を理解させる。
５ １ 原子・分子と ◎ 化学の諸法則とその歴史 ・化学の諸法則やその成立の経
科学史 ◎ 原子説から分子説へ 緯をもとに，現象を化学的にと
９ ◎ 原子の構造をさぐる らえ，解釈する過程でクリティ
カルシンキングを養う。
11 ２ 化学反応とエ ◎ 電池 ・酸化還元反応の知識をもとに，










３ 社会の中の化 ◎ 資源の利用と化学反応 したモルの概念を用いて，粒子

























































月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容
４ 社会をみる視点 ・経済の基本問題について理解する。 希少性，トレードオフ，機会費用
自由主義経済と ・自由主義経済の基本思想を理解する。 アダム=スミス，ケインズの経済思想












































































月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容













６ 情報通信ネットワ ◎オープンデータで地域分析 ・各自治体が公表しているオープ
ークとデータの活 ・情報通信ネットワークや情報シス ンデータを地理情報システム





８ コンピュータとプ ◎アプリ開発 ・クラウド型アプリ開発環境








































































月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容
４ プロローグ ◎年間テーマの提示 ・学習のねらいと，１年で学ぶ情
◎コンピュータを利用する際の注意点 報リテラシーについて
・コンピュータ利用のマナー























































































































月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容
４ ０．プロローグ ◎年間テーマの提示 ・環境と生活の関わりをテーマに１
＜活動への意欲の喚起＞ 年間の学習を進める
１．身のまわり ◎外的環境を客観的に捉える ・年間を通しておこなう環境観測の
の環境（外的 身のまわりの環境（特に水環境）を 技能として，pH メータなどの機
環境）を捉え データとして捉える方法を学び，測定 器の使い方，データ分析のしかた





「実験 物質の pHを測定する」 導率など，水環境を理解する上で











































































































































































月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容








































































































月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容










６ 講義１「課題研 ○課題研究の進め方につい ・課題研究のステップと活動について理解
究入門」 て する。
・グループ研究の意義について理解する。

















８ 自主活動 ○資料収集 ・研究してみたいことに関する，先行研究
や類似の研究について情報収集する。






９ 課題研究３ ○課題研究 ・先行研究，データ収集，アンケートの作




10 課題研究８ ○課題研究概略シートの完成 ・課題研究概略シートの完成と提出
と提出 ・中間報告会に向けて準備する
○中間報告会にむけて
10 中間報告会① ○課題研究概略シートをもと ・2 つの班とその担当教員 1 名をひとつの






11 課題研究９ ○中間報告会を生かして，内 ・課題研究概略シートの修正
・ 課題研究 10 容の深化及び発展 ・論文の作成
12 課題研究 11 ○課題研究概略シートの修正 ・パワーポイントの作成
○論文の作成
○パワーポイントの作成




１ グループ発表会 ○自らの考えについて根拠を ・実地調査グループごとにすべての班が発
１ 示しつつ主張する。 表を行う。









２ 学年発表会１ ○各グループから選出された ・グループ発表会において，評価の高い 2
学年発表会２ 全 10 班が学年全員を対象 つの班を各グループの代表とする。
に発表を行う。 ・グループ代表となった 10 の班が学年全
員の前で発表を行う。
３ 成果発表会 ○学年発表で選出された数班 ・研究内容や発表方法など，総合的に高い
が全校生徒を対象に発表 評価を得た班は全校生徒が参加する成
を行う。 果発表会でその研究を発表する。
















































月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容




















































に対応する音楽を し出し，次回までにさまざまな CM 音楽を
創作し，発表し合 採取してこさせる。
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                     研究部 























んだ 。」 などといった感想が多く見られました。 
 































質 問 項 目  
１ ． 今 日 の 講 演 は 興 味 ・ 関 心 を も っ て 聞 く こ と が で き ま し た か 。  





















































































⑤下水道処理工程（微生物による浄化・汚泥を処理し燃料や肥料に・環境保全とエネルギーの確保）                     



















































































４年生「体験グローカル」SGH 企業訪問（実地調査）   
実施報告 
 
日 時：2019 年 8 月 5 日 
場 所：鞆の浦歴史民俗資料館（広島県福山市鞆町後地 536-1） 
    岡本亀太郎本店（広島県福山市鞆町鞆 927 番地の 1） 






















































































４年生「体験グローカル」SGH企業訪問（実地調査）   
実施報告 
 
日 時：2020 年 8 月 4 日 
場 所：真辺工業株式会社 
（広島県府中市鵜飼町 800－112） 








































More precision, more elaborate 
Breakthrough 
Metal’s profound beauty 
Think Globally，Act Locally 








































４年生「体験イノベーション」企業訪問（実地調査）   
実施報告 
 
日 時：2020 年 8 月 4 日 
場 所：ホーコス株式会社 福山北事業所（広島県福山市駅家町大字法成寺 1613 番 50） 































































○ オーダーメイドを大切にして，お客様や相手に合わすことが発展につながると思いました。  


























４年生「体験イノベーション」企業訪問（実地調査）   
実施報告 
 
日 時：2020 年 8 月 4 日 
場 所：せとうち母家（広島県福山市熊野町丙９００） 

















































































４年生「体験イノベーション」企業訪問（実地調査）   
実施報告 
日 時：2020 年 8 月 5 日 
場 所：（株）美希刺繍工芸（広島県福山市駅家町万能倉 373-40） 
        タカヤ商事株式会社（広島県福山市千田町千田 1741-1） 























































































実施日 7 月 10 日（金）15:40～16:30 
開催地 当校 情報処理演習室／情報語学演習室／MMH（県立広島の生徒はオンラインで参加） 
参加生徒 当校からは提言Ⅱ83 名 県立広島からはオンラインで 2 名 
 










































































日時：2020年 9月 19日（土）12:00～13:30 
場所：広島大学付属福山中・高等学校内セミナー室 















12:00  開始と自己紹介 
12:15  グループ 1のプレゼンテーションと質問、ディスカッション（外食と家事労働の負担軽減） 
12:45  グループ 2のプレゼンテーションと質問、ディスカッション （大学進学における地域格差） 











































５年生「World Wide Learning」IDEC_IGS連携プログラム 
第１回実施報告 
日 時：2020年 10月 24日（土）13:30－16:00 
場 所：広島大学附属福山中・高等学校内図書館 
参加者：生徒 31名、IDEC留学生 5名，IGS学部生ファシリテーター8名，卒業生ボランティアファシ
リテーター4名，大学教員 1名，教員 10名 
オンライン参加者：連携校生徒 12名、連携校教員 3名 
実施内容 







Development and Cooperation: IDEC）の大学院生の留学
生に加え，広島大学総合科学部国際共創学科（Department 
of Integrated Global Studies: IGS）の学部生たちが留学生
と高校生の議論のファシリテーターとして参加し，さらに，
WWL 連携学校の 5 校（福岡県立小倉高等学校，広島県立
福山誠之館高等学校，鹿児島県立甲南高等学校，福山市立
福山中・高等学校，広島市立舟入高等学校）の生徒たちが参加しました。 






い」と話されました。第 1 部では，5 名の留学生から以下のテーマでそれぞれの研究について発表が行
われました。 
・Sanitation Facility Improvement on School Performance in Rural  Bangladesh [教育] 
・Exploring Technology Professional Development for Teacher Educators in Malawi [教育] 
・Action Research for Development of Teacher Trainers: A Case Study in Cambodia [教育] 
・Teacher’s Understanding of Science Process Skills in Science Education for Africa [教育] 
・Counteracting Civil Intelligentsia of Bangladesh [平和] 

























































５年生「World Wide Learning」IDEC_IGS連携プログラム 
第２回実施報告 
日 時：2020年 11月 7日（土）13:30－16:00 
場 所：広島大学附属福山中・高等学校内図書館 
参加者：生徒 31名、IDEC留学生 8名，IGS学部生ファシリテーター9名，卒業生ボランティアファシ
リテーター4名，大学教員 1名，教員 10名 
















・Phylogenomics and Biogeographic Studies on Native and Wild Boars in Asian Countries 
・Phytoplankton in Chittagong Costal Area (Ship Breaking area) of Bangladesh 
・Moringa Oleifera: Antimicrobial potentials against poultry pathogens 
・Studying Soft Skills Development of Staffs in Higher Education Institution in Viet Nam 
・The Impact of Transport Network Disruptions on Travel Demand 
・Analyzing Sustainability of Green Product Refinancing 
・Household Composting Program 
・Critical Thinking Skills in Environmental Education among Students of Bangladesh 
発表内容について，グループ毎に活発な質疑応答がなされ，2部のグループ議論へとつながりました。 
第 2 部では，生徒を 8 つのグループに分け，各グループに留学生 1 名，ファシリテーター1～2 名ず
つ入り，それぞれ研究内容やその背景，関連する社会的課題，解決策などについて討論を行い，自分た
ちが取り組みたいテーマに向けて視点を整理しました。特に，今回はオンラインでの連携校の参加者が，



























































５年生「World Wide Learning」IDEC_IGS連携プログラム 
第３回実施報告 
日 時：2020年 11月 14日（土）13:30－16:00 
場 所：広島大学附属福山中・高等学校内マルチメディアホール 
参加者：生徒 26名、IDEC留学生 4名，IGS学部生ファシリテーター9名，卒業生ボランティアファシ
リテーター4名，大学教員 1名，教員 10名 


















・Educational Innovation in Africa [教育] 
・Social Movements: Top-down and Bottom up [平和] 
・What are People in Bangladesh Seeking in their Country? [平和] 
・Bangladesh Educational Improvement [教育] 
・The Problem about Education in Malawi [教育] 
・Cross-cultural Understanding Education in Japan [平和] 































































５年生「World Wide Learning」IDEC_IGS連携プログラム 
第４回実施報告 
日 時：2020年 12月 19日（土）13:30－16:00 
場 所：広島大学附属福山中・高等学校内マルチメディアホール 
参加者：生徒 31名、IDEC留学生 5名，IGS学部生ファシリテーター10名，卒業生ボランティアファ
シリテーター4名，大学教員 1名，教員 11名 
オンライン参加者：連携校生徒 11名、連携校教員 3名 
実施内容 

















・Cyclical Relation Between Phytoplankton and Global Warming [環境] 
・How We make Eco-Friendly Society [環境] 
・Specific Strategies to Spread Moringa oleifera [環境] 
・Influence on Aquatic Ecology: Biodegradable Plastic Shopping Bags [環境] 
































































５年生「World Wide Learning」IDEC_IGS連携プログラム 
第５回実施報告 
日 時：2021年 1月 9日（土）13:30－16:00 
場 所：広島大学大学院国際協力研究科（生物生産学部 C206） 
参加者：生徒 27名、IDEC留学生 10名，IGS学部生ファシリテーター9名，大学教員 1名，教員 11名 





・The way to make classes to improve self-affirmation [教育] 
・Creating a school where children can learn enthusiastically in Malawi [教育] 
・Gender inequality on primary school in Pakistan [教育] 
・Bangladesh educational improvement [教育] 
・For deeper understanding of cross-cultural understanding [教育] 
・What is a social movement? [平和]            ・How to do better in Bangladesh [平和] 
・Cyclical relation between phytoplankton and global warming [環境] 
・How we make an eco-friendly society [環境]    ・Protect biodiversity [環境] 
・Specific strategies to spread moringa oleifera [環境] 



























































実施期間 2020 年 12 月 17 日（木）～19 日（土）（3 日間） 
開催地 当校（オンラインで実施） 
参加生徒 3 名（5 年生１名，４年生２名） 
 
公益財団法人イオンワンパーセントクラブが行う「諸外国との友好親善の促進に資する事業」の一つで





に勉強会，本実施が 8 月中旬に 8 日間で実施予定であったが，新型コロナウィルス感染症拡大の影響を
受け 8 月の実施は中止となり，12 月にオンラインで実施することとなった。 













（３）参加者 日本 21 名（当校 3 名を含む）インドネシア 7 名 カンボジア 7 名 ベトナム 7 名 
タイ 7 名 マレーシア 2 名 中国 ７名 ミャンマー 7 名 ラオス 7 名        計７２名 
（４）プログラム構成 
① オンラインによる事前勉強会  11 月 21 日（土）15:00～16:35 
② プログラム 
12 月 17 日（木）11:00～18:00 オリエンテーション，基調講演（講義Ⅰ），チームビルディングアクティ
ビティー，サポーターとのディスカッション講義Ⅱ 
12 月 18 日（金）10:00～18:00 講義Ⅲ、チームディスカッション 































実施期間 2020 年 12 月 20 日（日）13:00～16:00 
開催地 当校（オンラインで実施） 




実施された。WWL 拠点校は参加が必須で，WWL 連携校は各 WWL 事業につき 2 校までの任意参加が可
能であったため，当 WWL からは連携校として広島県立福山誠之館高等学校が参加した。当校からはこ
の１月にタイ研修に参加した生徒の中から３名が参加した。11 月 25 日までに映像データ・ポスターＰ
ＤＦ・要約を作成し，指定のサイトでアップロードする形で提出した。12 月 4 日にはこのフォーラムに
参加している全国の SGH 校・WWL 関連校の発表動画やポスターなどが閲覧可能な状態となり，12 月
14 日までの期限で生徒による投票が行われた。生徒の相互評価や審査による各賞の発表及び動画紹介・
配信は 12 月 20 日の参加生徒交流会【テーマ別分科会】後に行われた。 
12 月 20 日の日程 
13：00 ～ 13：10 開会式 Opening Ceremony 
13：15 ～ 14：35 参加生徒交流会（テーマ別分科会）Discussion by Topic 
 当校は分科会 C－１「社会的環境と生活 Social Environment and Our Daily Life」に参加 
14：40 ～ 16：00 総会 Plenary 




SGH 企画評価会議座長 広島大学名誉教授 二宮 皓 
WWL 企画評価会議座長 早稲田大学前総長 鎌田 薫 
総評 General Remarks 









































実施日：2020年 12月 21日（月）～ 25日（金） 































① 参加者 高等学校１年生１９名 引率教員３名
② 日程 ３月 17日（水）～３月 19日（金） ３日間
③ 研修先と研修内容の概略
研修先 研修内容





18 銘建工業(株)CLT工場 強度や耐火に優れ，木造高層建築や大型建築を可能にする建材 CLT



































































ひろしまだいがくふぞくふくやまちゅうがっこう ひろしまだいがくふぞくふくやまこうとうがっこう し みず きん や
（２）所在地，電話番号，ＦＡＸ番号
広島県福山市春日町５丁目１４－１，TEL 084-941-8350 FAX 084-941-8356
（３）学年・課程・学科別幼児・児童・生徒数，学級数
（中学校）
第１学年 第２学年 第３学年 計
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数
１２３ ３ １２１ ３ １２１ ３ ３６５ ９
（高等学校）
課程 学科
第１学年 第２学年 第３学年 計
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数
全日制 普通科 ２０１ ５ １９７ ５ ２００ ５ ５９８ １５
計 ２０１ ５ １９７ ５ ２００ ５ ５９８ １５
（４）教職員数
校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師
１ ２ ０ １ ０ ５１ ０ ２ ０ ０ １０
ＡＬＴ スクール 事務職員 司書 計
カウンセラー
※ 教員数は併設の中学校をあわせたものである。






















岡本 弥彦 岡山理科大学理学部 教授
角屋 重樹 日本体育大学児童スポーツ教育学部 教授
菅田 雅夫 ホーコス株式会社 代表取締役社長
二宮 皓 愛知みずほ短期大学 特任教授・広島大学名誉教授・比治山大学名誉教授
松本 茂 立教大学経営学部 教授 グローバル教育センター長
②研究開発委員会
学校長 清水 欽也 副校長 平賀 博之 副校長 西田 俊徳
研究部長（研究主任） 甲斐 章義 研究係 下前 弘司，松尾 砂織，蔭山 映子，福澤 健
教科代表委員 古田 尚行, 上ヶ谷 祐輔，西山 和之，合田 大輔，江草 洋和，川路 智治，
平田 篤史，佐々田 綾
③ 「総合的な学習」運営委員会
１年 江草 洋和，井上 泰，藤井 惠子，平田 篤史，
２年 合田 大輔，丸本 浩，山下 雅文，
３年 山名 敏弘，大江 和彦，實藤 大，下前 弘司
４年 蔭山 映子，松尾 砂織，福澤 健，川中裕美子，大江 和彦，辻本 成貴，蓮尾 陽平，上ヶ谷友佑，
後藤 俊秀，迫田 彩，大方 祐輔，西山 和之，丸本 浩 ，山下 雅文，高田 光代，信原 智之，
藤村 繰美，川路 智治，升田 智紀，佐々田 綾
５年 創造Ⅰ 牧原 竜浩，古田 尚行，江草 洋和，藤井 惠子
提言Ⅰ 下前 弘司，甲斐 章義，金尾 茂樹，濵中 直子，實藤 大，見島 泰司，山名 敏弘，
岩知道 秀樹，釜木 一行，野田 真美，岡本 英治，小茂田聖士，田中 伸也，中村 勝，
藤浪 圭悟，阿部 直紀，合田 大輔，千菊 基司，平田 篤史
６年 創造Ⅱ 牧原 竜浩，古田 尚行，江草 洋和，藤井 惠子
提言Ⅱ 甲斐 章義，下前 弘司，井上 泰，濵中 直子，大江 和彦，辻本 成貴，見島 泰司，





副校長 平賀 博之 西田 俊徳
国 語 井上 泰 江口 修司 金尾 茂樹 金子 直樹 川中裕美子 古田 尚行
濱中 直子 山口 信介
社 会 大江 和彦 實藤 大 下前 弘司 辻本 成貴 蓮尾 陽平 見島 泰司
（地歴・公民） 山名 敏弘
数 学 岩知道秀樹 上ヶ谷友佑 甲斐 章義 釜木 一行 後藤 俊秀 迫田 彩
高橋由美子 野田 真美
理 科 大方 祐輔 岡本 英治 小茂田聖士 田中 伸也 中村 勝 西山 和之
藤浪 圭悟 丸本 浩 山下 雅文
保健体育 阿部 直紀 合田 大輔 高田 光代 信原 智之 藤村 繰美 三宅 理子
家 庭 蔭山 映子
技 術 川路 智治
芸 術 （音楽）藤井 惠子 （美術）牧原 竜浩 （書道）江草 洋和
英 語 池岡 慎 佐藤 結花 千菊 基司 福澤 健 升田 智紀 松尾 砂織
幸 建志
情 報 平田 篤史
養 護 小田 幹子 佐々田 綾
３ 研究開発の経過
＜研究開発に関する経過（会議を中心に）＞
４月 ２日 研究委員会 研究開発の方針と内容の提案
４月１３日 教科主任会議 教科の研究内容確認と議論
５月１４日 研究開発委員会 研究内容に関する確認と議論
６月 ３日 研究開発委員会 研究内容に関する確認と議論
６月 ８日 教科主任会議 研究内容に関する確認と議論
６月１５日 研究委員会 研究内容に関する確認と議論
７月 ３日 研究開発委員会 研究内容に関する確認と議論




８月 ４日 体験イノベーション生徒実地調査 実地調査
８月１７日 研究委員会 研究内容に関する確認と議論






１２月 ７日 研究開発委員会 年度のまとめに向けての協議
１２月２０日 ＳＧＨ・ＷＷＬ全国高校生フォーラム 生徒発表
１月 ６日 第２回ＡＬネットワーク運営会議およびＡＬネットワーク連絡協議会 事業の実施にあたっての方向性の検討・決定，および実務に関する連携・協議
２月１９日 広島県合同発表会 ＷＷＬコンソーシアム構築支援事業の研究発表
３月 ３日 教科主任会議・研究開発委員会 これまでの研究の整理
３月１５日 ＷＷＬ成果発表会 生徒発表（ふくやまリーデンローズにて保護者・ＷＷＬ連携校に公開）
３月１５日 運営指導委員会 年間のまとめと研究開発への指導






















１年生の部 最優秀賞(１位) ４年１名 努力賞 ４年１名
・第 17回広島県高校生スピーチ・レシテーションコンテストスピーチ部門 優秀賞 ４年１名
・第 59回全国高等学校生徒英作文コンテスト
1年の部 入選 ４年１名 ２・３年の部 優秀賞（２位）５年１名 入選 ５年２名
・イオン１％アジアユースリーダーズ事業 12/17～ 19 ５年１名 ４年２名 参加
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人種差別          食料廃棄 
    
書道 『いろいろな文字でロゴを書こう』 









































































・How old are you? 
・Which country do you live in?（必須） 
・Which city do you live in? 
・Does your region have bikeway?（必須） 
・Does your region have share cycle?（必須） 
・Do you know Setouchi Simanami Kaido Expressway?（必須） 
・Do you know Onomichi city, Hiroshima prefecture?（必須） 
・Do you usually use bycicle?（必須） 
・If  you answered yes to the question above, please answer the following. What is the use 
for the bicycle? 
・Have you ever been to Japan?（必須） 
・Have you ever been to Hiroshima?（必須） 
・Have you ever been to Onomichi, Hiroshima?（必須） 
・Have you ever been cycling Setouchi Simanami Kaido Expressway（必須） 























































































































































とてもされている  ４．４％ 
おおむねされている  ４７．８％ 









































































































The regional gaps in university admission 
Hiroshima University High School, Fukuyama 
 
<The cost to take an entrance exam of a university in a city> 
Students from the city Students from rural areas 
<Systems of entrance exam of universities> 
<The gap of incomes and expenses between Bangkok and the countryside> 
There is a large economic gap between the city and rural areas! 
↓ 
TCAS becomes one of the solutions. 
Our suggestion 
Japanese government should make a new entrance examination system, not influenced by 
their economic background or living environment. 
The case of Japan 
 Common test & Original test of each university
 Recommended admission exam
 Documents of personal information and interview
The case of Thailand 
TCAS  (a system consisting of five types of exam) 
contents cost
1 Documents of personal information 50 baht
2 Recommended admission examination
Decision of
University
3 The same achievement test all at once 500~1100 baht
4 GPA, O-net, GAT/PAT are considered 150 ~300 baht
5 Each university’s original exam
Decision of
university
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